7月7日（木）
　今日は、3人とも一緒にPalliative care（緩和ケア）について放射線療法部での実習でした。まず、Dr. Kittikorn Nilmanatのお部屋で、私たちがPalliative careについて、どのようなイメージを抱いているかを確認し合い、今日の一日のそれぞれの目標を発表しました。私たちがPalliative Careに関して抱いていたイメージは、「死んでゆく人のためのケア」「身体的、精神的、霊的な苦痛を軽減するためのケア」ということでした。今日の実習では、実際に放射線療法部へ行き、そこを訪れる入院、外来患者さんたちに行っている緩和ケアについて、実際に緩和ケアを行っている看護師さんに説明してもらいました。ここでは、がん患者さんやその家族が闘病していったり、一生を終えるにあたってぶつかる様々な問題や悩み、苦痛を解消するための活動が行われていました。具体的な例としては、健康的な食事の作り方の教室や、服薬に関する教室、カラオケや創作活動などがありました。活動の内容は、上記の決まったものの他にも、患者さん、家族に何がしたいか聞いて、それぞれの希望に沿った活動をできるようにコーディネートしているということでした。活動の中には、過去にがんを発症し、闘病してきた経験者の話を聞ける教室や、宗教に関する小さなpartyを開いたり、患者間で話をできる場を作ったりと、実に多岐に渡っていました。がん患者や家族が持つ心理的、身体的、霊的な苦痛や悩みを解消するために、看護師はそれぞれのケースに合わせて、その解決法を一緒に考えたり、情報提供していく必要があり、全ての患者さん、家族の問題に対応していくためには、看護師だけでなく、医師や薬剤師、民間の病院の医師・看護師、social worker、仏教のmonk、がんを経験した方々など多くのネットワークを活用していく必要があるということを知りました。また、がん患者や家族を支えようとしている人々は、それぞれが持つ悩みや問題にどのように対処していいか戸惑うことも多く、そのような時に、Palliative Careを専門的に行っている放射線療法部の看護師が、今までの経験を生かし、病棟の看護師にアドバイスをしたり、今までの経験から得られたことを本にして伝えたりと、がん患者、家族を支えようとしているすべての人のサポートを行っていました。緩和ケアとは、決まった形があるわけではなく、それぞれの患者さん、家族が持つそれぞれの悩みや苦痛を解消したり、希望を叶えることで、よりその患者、家族のQOLを向上させることであり、そのケアの方法は患者、家族によって異なるため、コーディネートしていく能力や、幅広いネットワーク作り、また、患者、家族が思いや苦痛を表出しやすい環境づくりが重要であるということを学ぶことができました。タイでは、全ての終末期の患者さんに対して、個別的なPalliative careが行われており、常に患者、家族の思いをかなえようとする看護師の態度に感動しました。
　夜は、welcome partyを開いていただきました。タイの紹介や、タイダンスの披露、日本の紹介（地理、祭りや剣道について）、ソーラン節を踊ったり、タイの伝統的な遊びを一緒にしたり、PSUの看護学科の学生が日本で体験したことについてのプレゼンテーションなどがあり、食事をとったり、雑談したりしながら本当に楽しい時間を過ごすことができました。先生方もいつでも部屋にきて、質問したりしていいよと言ってくださったり、本当にタイの方々の寛大さ、温かさに感動しています。
　実習中に一緒に活動するグループや、カフェテリア、寮で会って知り合った友達など、多くの学生が話しかけてくれて、仲良くなることができ、何かと気にかけてくれて、いつも声をかけたり笑いかけてくれます。本当にたくさんの学生が今回の実習に関わってくれていて、楽しい日々を送っています。
7月10日（日）
　今日は、朝の5時に寮の1階に集合して、trang provineに向け出発しました。待ちに待ったシュノーケリングの日です！！約3時間の道のりで、行きはほとんどみんな寝ていました。学生も、トンさんも忙しい中私たちを接待してくれているので、本当に大変そうなのに、きつそうな様子は全然見せず、いつも「Don't mind＾＾」と言ってくれます。本当にいろんな体験をさせてもらって感謝しきりです。Trangにはとてもきれいな海があって、そこでシュノーケリングのツアーに参加しました。これも、タイの学生が日本にいる時に私たちが「海で泳ぎたいな。」と言っていたのを覚えていて、スケジュールに組み込んでくれたものです。平日、休日問わず、いろんな人が接待してくれて、本当にいろんな経験ができています。
　ビーチに着くと、水着に着替え、船に乗って島へ渡りました。そこでは昼食を食べて、1時間ぐらいフリータイムがあったので、海で泳ぎました。砂がとても柔らかくて、白くて、とてもきれいでした。そのあとまた船でシュノーケリングのポイントまで向かって、いざ、入水です！小さな熱帯の魚たちがいっぱいいて、一緒に泳ぎました！感動です！2か所回って、それぞれでいろんな種類の魚を見ることができました。タイの学生さんたちも初めて行く人が多く、楽しんでくれていたみたいで良かったです!(^^)!　船の上で、いろんな国から来た人たちと出会い、挨拶をしたり、ちょっと話をしたり、言葉は通じなくても、笑顔を向けると返してくれたり、素敵だなと感じました。
　帰りはPSUの工学部に来ている交換留学生と一緒にバンで帰りました。ぎゅうぎゅうづめの車内で、自己紹介をしたり、お互いのいろんな話をしたり、楽しかったです。今日はバカンスのような一日でした！(*^_^*)　明日はNICUで実習です。また気を引き締めていろんなこと吸収してきます。
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